
・ツヤハダゴマダラカミキリ :15 都県 (三重県では未確認 )※1

・クビアカツヤカミキリ :22 都府県 (三重県含む )※2

・サビイロクワカミキリ：1県 (三重県では未確認 )※1

見つけた場合は、写真を撮影し、

三重県 農林水産部 みどり共生推進課 野生生物班 (059-224-2578) に通報 (連絡 )をお願いします。

発見日時、発見場所、発見した木の種類、発見時の状況をお知らせください。

もし、捕まえた場合は、その場で駆除（足で踏みつぶし等）をお願いします。

捕まえた場合、生きたままで絶対に持ち帰らないで下さい。（外来生物法に違反となります。）

クビアカツヤカミキリ

クビアカツヤカミキリ・ツヤハダゴマダラカミキリ・サビイロクワカミキリは特定外来生物です。

樹木被害や倒木被害を引き起こします。

ツヤハダゴマダラカミキリ サビイロクワカミキリ

見つけたら通報を！
外来カミキリムシ類

ポスター作成・発行　国土交通省　中部地方整備局　蓮ダム管理所　TEL:0598-45-0371

特定外来生物は、 飼養 ( 飼育 ) ・ 保管、 運搬、 輸入、 販売、 譲り渡し、 野外へ放つことが禁止されています。

 見つけたら?

※1令和 8年 6月時点　※2令和 8年 8月時点

【三重県】クビアカツヤカミキリ 発見情報 収集フォーム

スマートフォンからも通報できます！

 クビアカツヤカミキリの被害の特徴

樹木に多数の脱出孔やフラス（木くず）。公園、学校、街路樹、農地、森林で発生。

木の中でさなぎから成虫になり、幹に細長い穴 (脱出孔 )をあけて出てきます。

成虫は 5月末～ 8月に発生します。

すぐに交尾した後、飛び回って幹や主枝の割れ目に産卵します。

ふ化した幼虫は木の内部に入り込んでいきます。
脱出孔の写真引用先：埼玉県環境科学国際センター

確認されている地域


